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第1章：はじめに

Pro Tools | MTRX AD/DAコンバーター

Pro Tools® | MTRXコンバーター・システムへようこそ。MTRXは、非常に高機能なマルチチャンネル・オー
ディオ・コンバーターおよびマイク・プリアンプです。D/Dフォーマット変換や信号ルーティングのみならず、
単独でA/DおよびD/Aの同時変換が可能です。

MTRXはユニットの構成にあわせて、最大48チャンネルのアナログ I/Oを使用できます。また、内蔵のステレオ
AES3 I/O 8チャンネル（最大16チャンネルの I/O）を持ち、最大64チャンネルのDigiLink™ Mini I/O 2ポー
トでPro Tools | HDXまたはHD Nativeに接続し、同軸64チャンネルのMADI I/O接続が可能です。MTRX
には最大6枚のアナログ I/Oカードを取り付け可能で、最大48チャンネルのアナログ I/Oを使用できます。デジ
タル・インターフェース・オプションには、MADI I/O 64チャンネルを追加するMTRX Dual MADI I/Oカード、
およびDante™社の64チャンネル IPオーディオ・インターフェースが含まれます。MTRXは電源が2箇所に装備
されています。

Pro Tools | MTRXの概要
Pro Tools | MTRXの標準機能：
• Pro Toolsの64チャンネル・オーディオ・インターフェースとDigiLink Mini 2ポート（プライマリおよびプ
ライマリ /拡張ポート）。

• 内蔵AES3インターフェース8チャンネル（16チャンネルの I/O）。
• 内蔵MADI同軸インターフェース64チャンネル I/O。
• Dante ControllerおよびDante Virtual Sound Cardに準拠（要Option Card）。
• Danteを使用し構成可能なリダンダント・ネットワークを介する、64チャンネル I/OのEthernet IPオーディオ・
インターフェース。

• すべてのアナログおよびデジタル入出力間に対応するデジタル・ルーターおよびフォーマット・コンバーター。
• サンプル・レートは高精度内部クロックおよびPLLにより44.1～384 kHzおよびDSD64/DSD 128に対応。
• 各種外部クロックに同期可能。
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• ワードクロック、AES11、ビデオ、およびあらゆるデジタルオーディオ入力と同期。
• 設定の一部をフロント・パネルで操作可能。
• DADmanソフトウェアを使用した操作（Mac OS XまたはWindows）。
• すべての設定をEthernetインターフェースで操作可能。
• 環境温度に応じて回転速度が可変する超低騒音内蔵ファン。

Pro Tools | MTRXでは、8つあるバック・パネルのスロットに I/O拡張カードを取り付けることができます。
• 取り付けられたアナログの I/Oカードの構成により、最大48チャンネルになります。

• MTRX 8 Line Pristine AD Card
• MTRX 2 Mic/Line Pristine AD Card（リレー・ベースのゲイン・サーキット搭載のマイク・プリアンプ
を含む）

• MTRX 8 Mic/Line Pristine AD Card（リレー・ベースのゲイン・サーキット搭載のマイク・プリアンプ
を含む）

• MTRX Pristine 8 DA Card
• デジタル I/O拡張カード：

• MTRX 8 AES3 I/O Card
• MTRX Dual SDI/HD/3G Card
• MTRX 64-Channel IP Audio Dante Module（マザーボードに取り付け）
• MTRX Dual MADI I/O Card（マザーボードに取り付け）

概要

Pro Tools | MTRXは、ベーシックなデジタル I/Oおよびプロセッシング・カードを持つモジュール・ユニット
です。シャーシには、8つのカードスロットがあります。アナログ・カードは6枚まで取り付け可能です。たと
えば、3枚の8チャンネルADカードと3枚の8チャンネルDAカードを取り付けすると、合計48のアナログオー
ディオチャンネル（24チャンネルの入力と24チャンネルの出力）を使用できます。デジタルの I/Oカードは、
使用できるすべてのスロットに取り付け可能です。8つのスロットすべてを使用できます。

シャーシは電源が2箇所に装備されています。使用するカードが5枚までは、電源1つで十分です。この場合、
もう1つの電源は不要になります。カードが6枚取り付けられると、MTRXは両方の電源を使用してカードの温
度を適切なレベルに保ちます。6枚のカードで構成したMTRXは電源1つでも動作可能であるため、一方の電源
が故障しても、MTRXが停止することはありません。ただし、このような状態で数日間MTRXを動作させたま
まにしておくと残りの電源の寿命が大幅に低下するため、お勧めできません。

MTRXには、オプションの I/Oミニモジュール用（Small form-factor pluggable（SFP）トランシーバー・モ
ジュールを使用するMTRX Dual MADI I/O Cardなど）のスロットがあります。MTRX Dual MADI I/O Card
は2 x 64個のオプティカルMADIチャンネルを使用可能にします。

MTRXの IPオーディオ・オプションは、ユニット内部にMTRX 64-Channel IP Audio Dante Moduleを取り
付けることで確立されます。IPオーディオは、Ethernetコネクターとのインターフェースに、ベーシック・デジ
タル I/Oおよびプロセッシング・カードの内部Ethernetスイッチを使用します。このスイッチは、リアパネル、
内部コントローラー、Dante Brooklyn IIモジュールにある2つのRJ45 Ethernetコネクター間のブリッジとして
機能します。通常の動作では、両方のコネクターはEthernetへの接続に使用され、スイッチは他のユニットへの
拡張に使用されます。IPオーディオ・オプションが冗長モードで機能しているとき、2つのコネクターは冗長 IP
オーディオ・ストリームを持ちます。この場合、ユニットのコントロールは、ネットワーク・コネクター 1を使用
して行われます。
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MTRXはリモート・コントロール・ユニットです。DADmanソフトウェアをコンピューターで使用して、MTRX
ユニットの操作をEthernet上で行います。ただし、操作の一部はMTRXのフロント・パネルから行うことができ
ます。

AD/DA変換やデジタル I/O機能に加えて、MTRXは強力なルーター・マトリックスを備えています。すべての
入力信号はモノチャンネル・ベースで1つ以上の出力にパッチできるため、MTRXはデジタル・パッチ・ベイも
備えています。

MTRX構成図

AD/mic pre or
DA Mains 1

2xD25
Connectors

2xBNC
Connectors

2xSDR-mini
Connectors

2xRJ45
Connectors

1xD25
Connector

0 to 6 x I/O Modules AES11
Sync input

WC/VBB in
WC sync out

2xBNC
Connectors

1xXLR
Connector

1xMADI,
64 ch. I/O

8xAES3, 
16 ch I/O

2xDigiLink, 
16/64 ch. I/O

2xGB Ethernet 
Control and 64 
ch. IP Audio I/O

8 ch. Analogue 
in or out

AD/mic pre or
DA

1xD25
Connector

8 ch. Analogue 
in or out

AD/mic pre or
DA

1xD25
Connector

8 ch. Analogue 
in or out

I/O Card

I/O Card

I/O Card

2xOptical 
SFP Connector

2xMADI,
128 ch. I/O

Mini Module

Dante
Brooklyn II module

IP Audio option

FPGA based 
router matrix, 

DSP processor 
and controller

Ethernet 
GigaBit 
Switch

PSU 1

PSU 2 Mains 2

Optional PSU

Main board
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クロックおよび同期システム

MTRXクロック・システムは、様々な内部および外部クロックモードに対応しています。MTRXは高精度かつ
高品質な内部サンプル・クロック・ジェネレータを備えています。また、非常に正確なDigital Phase Locked
Loop（DPLL）システムを使用して、外部クロック信号に同期させることもできます。

MTRXクロック・システムは、ユニットが動作する正確なサンプル・レートにあわせて設定される必要があります。
これは、内部サンプル・クロック・ジェネレータをマスター・クロックとして動作する場合も、外部クロック・
ソースに同期させる場合も同様です。44.1 kHzまたは48 kHzのサンプリングに基づくサンプル・レートがサポー
トされます。外部クロックのベース・レートは、使用するサンプル・レートと整合性が常にとれている必要があり
ます。

MTRXが動作するサンプル･レートは、DADmanソフトウェアを使用するかフロントパネルのコントロールを
使用して、手動で設定することができます。また、Pro Toolsからサンプル･レートを設定することもできます。
Dante社の IPオーディオ・インターフェースを使用する場合、Dante I/Oノードの IPオーディオ・ネットワーク
に対するサンプル・レートは、MTRXのサンプル・レートに従って設定することができます。複数のMTRXユ
ニットが同じセットアップまたは IPオーディオ・ネットワークで動作する場合は、同じサンプル・レートに設定
する必要があります。

同期とサンプル・レートの設定方法について詳しくは、第2章「Pro Tools | MTRXの操作」をご参照ください。

MTRXサンプル・クロック回路

Ext. Clock 
sync sources

Clock generator
DPLL

Word Clock
AES11

Clock input

Digital signal input
MADI 1-3
AES3 1-8
IP Audio

Int. Clock
44,1

48
88,2

96
174,4

192
352,8

384
DSD

Manual Sample 
Rate  selection

Sample rate 
adapt to:

Pro Tools
MADI
AES3

Sample Rate
Control

Follow
No follow

IP Audio

Sample Rate set manually or 
via external adaptation

Sample Rate set to 
Internal or external

Internal 
sample clock
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ルーターの機能と原則

MTRXコンバーター･システムには、柔軟性の高いルーター・マトリックスが含まれています。すべての入力信
号はモノチャンネル・ベースで1つ以上の出力インターフェースにパッチできます。

MTRXで正しい信号のフローを設定するには、DADmanソフトウェアを使用して正しい接続を設定する必要が
あります。MTRXに設定したアナログ入力またはデジタル入力は、どちらもアナログ出力またはデジタル出力に
パッチできます。または、複数の出力に分割できます。

たとえば、アナログ入力16チャンネルを使用している場合、各チャンネルをPro Toolsの出力チャンネルにパッ
チし、Pro Toolsの入力チャンネルをMADI出力にパッチできます。同時に2つのチャンネルをアナログ出力に
パッチできます。さらに、8つのAES3チャンネルをオプティカルMADI出力に同時にパッチできます。

MTRXに接続しているすべてのデジタル信号を、同じベース・クロック信号に同期させることが重要です。

異なるデバイス間で IPオーディオ・チャンネルをパッチするには、Audinate社のDante Controllerソフトウェ
アを使用します。

マトリックスの配線の設定方法について詳しくは、第2章「Pro Tools | MTRXの操作」をご参照ください。

MTRXルーター・マトリックス

1 x MADI input

8 x AES3 input

2 x DigiLink inputs

IP Audio inputs

0 – 48 ch. 
Analog inputs

2 x optical MADI 
inputs

Ch. 1-8
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開始する前に
このガイドでは、Pro Tools | MTRXおよびDADmanソフトウェアの基本情報を紹介しています。

システムの必要条件と互換性情報
Avidは、動作確認が行われたハードウェアとソフトウェアに対してのみ互換性を保証し、サポートを提供します。

システムの完全な必要条件と推奨コンピュータ、オペレーティング・システム、ハード・ドライブ、サードパー
ティ機器については、http://www.avid.com/compatibilityをご覧ください。

Pro Toolsのマニュアルで使用される表記法
Pro Toolsのマニュアルでは、メニューの選択、キーボード・コマンド、マウス・コマンドを以下の表記法に従っ
て示します。
:

画面に表示されるコマンド、オプション、設定の名前には異なるフォントが使用されています。

以下の記号は重要な情報を強調するために使用します。

設置について詳しくは、ユニットに同梱の文書『Pro Tools | MTRX Installation Guide』をご参照ください。

表記法 アクション

［File］>［Save］ ［File］メニューから［Save］を選択します

Control+N Controlキーを押したまま、Nキーを押します

Control-クリック Controlキーを押したまま、マウスボタンをクリックします

右クリック 右側のマウスボタンをクリックします

システムを最大限に活用する上で役立つヒントです。

データやシステムのパフォーマンスに影響する重要な注意を記載しています。

コンピューターのキーボードやマウスで使用できる便利なショートカットを紹介しています。

このマニュアルとその他のAvidマニュアルのセクションの関連セクションを示すクロスリファレンスです。

http://www.avid.com/compatibility
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第2章：Pro Tools | MTRXの操作

Pro Tools | MTRXは、お使いのコンピューターのPro Tools | DADmanソフトウェアからEthernet経由でコン
トロールできます。ユニットのフロント・パネルでは、簡単なコントロールをいくつか使用できます。フロント・
パネルには2列に並んだLEDインジケーターがADおよびDAの信号レベルを示します。LCDディスプレイには
シンプルなコントロールが用意されており、MTRXの様々な設定を表示します。フロントパネルにある4つのボ
タンにより、ディスプレイに表示される設定にアクセスできます。

Pro Tools | MTRXフロント・パネル

1 16個のLEDインジケーターはアナログ入力の信号レベルを示します。

2 16個のLEDインジケーターはアナログ出力の信号レベルを示します。

3 4個のボタンでステータス・ディスプレイを操作します。

4 ステータス・ディスプレイ。

Pro Tools | MTRXフロント・パネル

1

2

3 4
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フロント・パネルLED
MTRXのフロント・パネルには16個のLEDインジケーターが2列あり、AD入力とDA出力の信号のステータ
スを示します。

AD OL/Signal ADチャンネル1～16の信号。黄色は信号入力が–42 dB FSを超えていることを示し、赤色は信
号レベルが–0.5 dB FSを超えていることを示します。

DA Signal/Carrier DAチャンネル1～16の信号。黄色は信号入力が–42 dB FSを超えていることを示します。
緑色は、信号が–42 dB FSを下回り、デジタル入力ソースまたはキャリアが有効であることを示します。

フロント・パネルのステータス・ディスプレイ

MTRXのディスプレイには情報が4行で表示され、情報を入力またはスクロールするためのボタンが4個あります。
ディスプレイにはより多くのページを表示可能であり、各ページは設定を変更可能な行と、ステータス情報を表示
するための行で構成されています。基本的なページのディスプレイの機能を以下に示します。MTRXのファーム
ウェア・バージョンによっては、より多くのページを使用できます。

操作ボタン

Setting ［Setting］ボタンは設定の行をスクロールします。［>］カーソルは、選択した行または機能を示します。

Up ［Up］ボタンを押すと、選択した機能の値または設定を上にスクロールします。

Down ［Down］ボタンを押すと、選択した機能の値または設定を下にスクロールします。

Page ［Page］ボタンは使用できるディスプレイのページをスクロールします。

AD

DA

Signal
OL /

Signal/
Carrier

1 2 15 16/48

Setting

Up

Down

Page
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基本的なディスプレイ・ページ
（サンプル・レート、同期、ID、アラーム）

Sample Rate MTRXのサンプル・レートを表示します。アスタリスク（*）が表示されている場合、サンプル・
レートは外部デジタル・オーディオ・インターフェースによってコントロールされています。

SRate Adapt サンプル・レートをコントロールしている外部デジタル・オーディオ・インターフェースを表示し
ます。サンプル・レートを内部でコントロールしている場合は、［Intern］と表示されます。

Sync Source 外部同期クロック・ソースを表示します。MTRXが内部クロックを使用している場合は、［Intern］
と表示されます。

Unit ID/Name ユニット ID番号およびユニット名を表示します。これは、DADmanソフトウェアを使用して設定
されます。

Alarm/status アラームのステータスを表示します。
Sync OK = クロックが同期されています。
SyncErr = クロックの同期にエラーが発生しています。
TempErr = MTRXの内部温度が60ºC/140ºFを超えています。MTRXが正しく設置され通気できているか確
認してください。

Fan Err = 2つのファンのうち1つが正しく機能していません。Avidのサポート窓口にお問い合わせください。
CardErr = A/DまたはD/Aカードのうちの1つにエラーが発生しています。Avidのサポート窓口にお問い合
わせください。

Psu Err = 電源にエラーが発生しています。Avidのサポート窓口にお問い合わせください。

再構成ボタン

MTRXの背面にある再構成ボタンは、通常の設置時には使用しません。これは最終的なリカバリー機能として用
意されています。IPアドレスのプログラミング時、ソフトウェアのアップグレード時、予期しない停電時など、問
題が発生した場合に使用することを目的としています。このボタンを使用するとMTRXを「ベーシック」モード
で起動復元できます。

再構成ボタンはリアパネルにある穴からアクセスできます。ペンなどの先の尖ったものを使用してください。その
穴からは、緑色のステータスLEDが見えます。再構成ボタンが有効になると、LEDが点灯してMTRXの2つの
再構成モードを示します。

バック・パネルにある再構成ボタン

Pro Tools | MTRX

PT HD1
Sample Rate *

>

:

SRate Adapt
Sync Source
1:NameUnit

48

Intern
Sync OK

Net 1 Net 2
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リカバリー・モード

リカバリー･モードに入るには、ユニットの起動中に再構成ボタンを約10秒間押し続けます。再構成ボタン뺭LED
が緑色に変わります。このモードではユニットで基本的な起動ソフトウェアのみを動作させることができます。
新しいソフトウェアはDADmanソフトウェアを使用してダウンロードできます。このモードは、MTRXのソフ
トウェアが動作しないか、不具合を起こしている場合に使用されます。

ユニットの IPアドレス設定は、最後に使用された設定を保持します。

DHCPを使用するようにユニットを設定するには、ユニットがリカバリー･モードになっていて、再構成ボタン뺭LED
が緑色に点灯しているときに、再構成ボタンを押します。再構成ボタン뺭LEDは消灯しますが、ユニットはリカ
バリー・モードのままになり、ユニットの IPアドレス設定はDHCPに設定されます。ネットワークにDHCPサー
バーがない場合、MTRXは約2分後にデフォルトの IPアドレス10.0.7.20 / 255.255.0.0になります。

2つのいずれかのリカバリー･モードの選択は、選択後に固定されます。MTRXは基本的な起動ソフトウェアと IP
設定で起動します。DADmanソフトウェアを使用して適切なファームウェアをダウンロードし、電源をいったん
切ってから入れなおすまで、MTRXは動作しません。デフォルトの IPアドレスとネットワーク構成でリカバリー・
モードを有効にすることで、そのユニットをデフォルト設定のネットワーク上で常に認識できるようになります。

デフォルトの復元

MTRXのデフォルト設定を復元するには、ユニットがオンで通常通り動作しているときに構成ボタンを約10秒間
押し続けます。ステータスLEDが消灯し、ファームウェアが工場出荷時の設定で再起動され、自動的に通常動作
になります。ただし、ユニットの IPアドレス設定は変更されず、工場出荷時のデフォルトには戻りません。

参照先のIPアドレスはユニットのコントローラーまたは管理インターフェースのIPアドレスになることに注
意してください。IPオーディオ･インターフェースの IPアドレスではありません（取り付けられている場合）。
リカバリーまたは復元のデフォルト・モードではこの IPアドレスにアクセスできません。
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第3章：DADmanソフトウェア

DADmanソフトウェアを動作確認のできているコンピューター（Mac OS XまたはWindows）で使用して、
1つ以上のMTRXユニットの操作をEthernet上で行います。DADmanはチャンネル・ストリップ主導のソフト
ウェア・コントロール・インターフェースです。システムのネットワーク上にあるMTRXユニットのインター
フェースとして使用します。接続されているすべてのユニットを、左から右の順にデバイス・リストへ表示します。
MTRXユニットは、ユニットの ID番号順に表示されます。各ユニットには、ユニットの機能を囲む色付きの枠
があります。

MTRXの設定は、常にユニット自体に保存されます。DADmanは接続されているMTRXごとに、すべての設
定の現在のステータスを表示します。DADmanではMTRX構成ファイルをコンピュータに保存してバックアッ
プし、すべてのMTRX設定とネットワーク構成を保存できます。DADmanは、起動時に前回使用した設定を自
動でロードするように設定することができます。MTRX構成ファイルが起動時にロードされない場合、デバイス・
リストのMTRXユニットの接続を起動後に再確立する必要があります。

DADmanはまた、様々な外部ソースから自動化することもできます。DADmanはMIDIを介してPro Tools | HD
に接続することができるため、MTRXユニットはPro Tools | PREハードウェアをエミュレートすることができ
ます。Pro ToolsのPRE設定を構成して、Pro ToolsソフトウェアからMTRXプリアンプをコントロールするこ
とができます。詳しくは、付録B「Pro Tools | MTRXプリアンプをPro Tools | HDソフトウェアからコント
ロールする（Macのみ）」をご参照ください。

コンピューターとMTRXに IPアドレスを割り当てる
ネットワーク上のMTRXでDADmanを使用するには、システム内のMTRXユニットごとに（1つずつ）ネッ
トワーク設定を構成する必要があります。固定 IPアドレス、またはDHCPにより割り当てられた IPアドレスを
使用することができます。

EUCON周辺機器（S6など）を使用するPro ToolsシステムでMTRXユニットを使用する場合は、EUCON
周辺機器専用のネットワーク・インターフェースを使用し、その他のすべてのネットワーク・デバイスは別の
ネットワーク・インターフェース（MTRX/DADman、DANTEオーディオ、ローカル・ネットワーク、イン
ターネットなど）に接続してください。オーディオをDANTE経由でストリーミングする場合、個別のネット
ワーク・インターフェースを使用することは重要です。
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固定 IPアドレス
目的の IPアドレス範囲、コンピューター・ネットワークのネットワーク・マスク、および接続されているMTRX
ユニットが必要です。

固定 IPアドレスを使用するには：

1 Macのシステム環境設定またはWindowsのコントロールパネルを使用して、コンピューターの IPアドレスと
ネットワーク・マスクを10.0.7.25 | 255.255.255.0に設定します。

2 DADmanを起動します。

3 ［Settings］>［Device List］を選択します。

4 ［Refresh］をクリックして、ネットワークのMTRXを見つけます。

5 MTRXを右クリックして、［Network Settings］を選択します。

6 各MTRXユニットを固有の IPアドレスと任意のネットワーク・マスクを使用して順に設定します。たとえば、
10.0.7.21 | 255.255.255.0と設定します。また、このウインドウで IPオーディオ・ネットワーク設定（Dante
IP Audio拡張カードを使用している場合）も構成できます。

7 完了すると1つ以上のMTRXをネットワークに接続できます。各MTRXはDADmanデバイス・リストに表
示されます。

デバイス･リスト（Mac）
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自動 IPアドレス
IPアドレスを割り当てるには、ネットワークにDHCPサーバーが存在する必要があります。

自動 IPアドレスを使用するには：

1 Macのシステム環境設定またはWindowsのコントロールパネルを使用して、コンピューターの IPアドレスを
DHCPに設定します。

2 DADmanを起動します。

3 ［Settings］>［Device List］を選択します。

4 ［Refresh］をクリックして、ネットワークのMTRXを見つけます。

5 MTRXを右クリックして、［Network Settings］を選択します。

6 各MTRXをDCHPを使用するように順に設定します。

7 完了すると1つ以上のMTRXをネットワークに接続できます。これらのMTRXはDADmanデバイス・リス
トに表示されます。

DADmanのメニュー
MTRX構成ファイルを保存してロードするには、またWindowsの［設定］にアクセスするには、DADmanの
［File］および［Settings］メニューを使用します。Macでは、［DADman］メニューから［環境設定］にアクセスします

構成ファイルを保存してロードする

MTRXをお好みに合わせて設定したら、構成を保存して、必要に応じて後で再ロードできるようにします。

MTRX構成ファイルを保存するには：

1 ［File］>［Save］を選択します。

2 ［Save］ダイアログでファイルを保存する場所に移動し、ファイルに名前を付けます。
3 ［Save］をクリックします。

MTRX構成ファイルをロードするには：

1 ［File］>［Load］を選択します。

2 ［Open］ダイアログで、ロードするMTRX構成ファイルに移動して選択します。
3 ［Open］をクリックします。

MTRXが正しく機能するようにするには、ルーターとサンプル・レートがDADmanソフトウェアで正しく
設定される必要があります。
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環境設定とオプション

DADmanの環境設定（Mac）またはオプション（Windows）を設定するには：

1 ［DADman］>［環境設定］（Mac）または［設定］>［オプション］（Windows）を選択します。

2 MTRXの環境設定（Mac）またはオプション（Windows）を設定するには：

起動時に前回と同じファイルを開く 有効の場合、DADmanは自動で最後に使用した構成ファイルを読み込み、MTRX
にダウンロードします。これにより、他のユーザーがMTRXの構成を変更した場合に備えて、開始ポイントを定
義することができます。ただし、複数ユーザーがMTRXを同時に操作できるため、ネットワーク上の他のMTRX
ユーザーの作業を妨げないように注意してください。

GUIレイアウト DADmanのカラー・スキームを選択します。

3 ［OK］をクリックします。

［オプション］ダイアログ（Windows）
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DADmanのウインドウ
DADmanのウインドウは、AD、DA、Connections、Generalの4つの部分に分かれています。各サブセクショ
ンは、一番左の列の対応する+または–記号をクリックすることで、表示または非表示にすることができます。

MTRX | コントロール・ウインドウ
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DADmanが左から右に表示するユニットの順番は、各ユニットに保存されている ID番号により定義されます。
ユニットの ID番号は、DADmanウインドウの対応するセクションの IDフィールドを編集することで変更でき
ます。各ユニットの名前は、名前ウインドウで編集できます。この名前はユニットに保存され、MTRXディスプ
レイに表示できます。名前は、各アナログ入出力チャンネルにも割り当てることができます。ただし、これらの
チャンネル名はMTRXユニット本体ではなく、MTRX構成ファイルに保存されます。

ADセクション
ADセクションは、MTRXのMic/Line ADおよびLine ADカードをコントロールします。MTRXにADカー
ドがない場合、そのMTRXのADセクションは空になります。

MICゲインのスライダーは、マウス、またはUP/DOWNキーおよびPAGE UP/PAGE DOWNキーで調整する
ことができます。マウスを使用すると、ゲインの設定は0.5 dB刻みで移動しますが、UP/DOWNキーを使用す
ると、0.1 dB刻みで移動します。

ADセクション
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DAセクション
DAセクションは、MTRXのDAカードをコントロールします。MTRXにDAカードがない場合、そのMTRX
のDAセクションは空になります。

DAセクション
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Connectionsセクション
Connectionsセクションは、ネットワーク上の各ユニットのDADmanマトリックスを表示します。各ユニットの
パネルの左側および横の列は、そのユニットの入力です。上側と縦の列は、出力です。取り付けた I/O拡張カー
ドと、設定およびサンプル・レートに基づいて使用可能になったチャンネル数に応じて、各ユニットで物理的に使
用可能な入力と出力のみが表示されます。

入力と出力を接続するには、以下のいずれかを行います。

 接続先のモノ入力チャンネルと出力チャンネルの交差する点をクリックします。青色でハイライトされます。

 Shiftを押しながらクリックして、連続する2つのチャンネルを接続します。

 連続していない出力チャンネルを選択するには、Commandを押しながらクリック（Mac）するか、Controlを
押しながらクリック（Windows）します。

入力と出力の接続を切るには：

 交差する点の接続（青色）をクリックして、接続を切ります。

Connectionsセクションの左側には概要マトリックス、右側には詳細マトリックスが表示されます。これらは概
要マトリックスで2つのインターフェース間の交差点を選択した場合に表示されます。

マトリックス・ビューには、より役立つ情報が含まれます。出力信号名の一番上に、出力がすでに接続されている
場合は青色の枠が表示されます。出力が詳細マトリックスに表示されていない入力に接続されている場合、その枠
はライトブルーになります。出力が詳細マトリックスに表示されていない入力に接続されている場合、その枠は
ダークブルーになります。この接続は、他の入力に接続するだけでいつでもオーバーライドすることができます。

Connectionsセクション：DADmanのマトリックス
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詳細なマトリックスの左側には、各チャンネルの隣にステータス・インジケーターがあります。

緑 デジタル入力では、緑色は有効な入力とキャリアがあることを示します。これは、そのチャンネルにオーディオ
信号が存在するかどうか示すものではありません。アナログのチャンネルでは、カードが存在することを示します。

黄 同期が失われた、またはサンプル・レートが一致していないことを示します。

赤 入力信号がないなど、インターフェースのエラーを示します。

Generalセクション
Generalセクションは、Synchronization、Pro Tools HDインターフェース、MADI Coaxインターフェース、
Optical 1とOptical 2（存在する場合）などに分割されます。

Generalセクション
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Synchronization

GeneralセクションのSynchronizationペインでは、次のMTRXパラメーターを設定することができます。
Source、Sampling（サンプル･レート）、Adapt to、Dante Rate、Word Clock Out、Sync term（同期の終了）。
次の表は、可能な設定を示します。DADmanは、指定された構成に関連する設定のみ表示することに注意してく
ださい。

パラメーター オプション 説明

Source Internal
Word clock
AES 11
Video
AES/EBU 1–8
MADI Coax
MADI Optical 1–2
Dante IP

これにより、MTRXのクロック・ソースが定義され
ます。

Sampling 44.1 kHz、48 kHz
88.2 kHz、96 kHz
176.4 kHz、192 kHz
DSD 64 fs、DSD 128 fs
DXD、384 kHz

Adapt to設定が Internalに設定されている場合、
これによりMTRXのサンプル・レートが定義され
ます。Adapt to設定がデジタル入力に設定されて
いる場合、実際のサンプル・レートのみが表示され
ます。

Adapt to Internal
AES 11
AES/EBU 1–8
Pro Tools 1–2
MADI Coax
MADI Opt.1–2
Dante IP

MTRXのサンプル・レートは、Internalを選択し
て手動で設定するか、デジタル入力に基づいて設定
します。たとえば、Pro Tools 1に設定されている
場合、サンプル・レートはPro Toolsプロジェクト
のサンプル・レートに自動的に従います。

Out Word clock
Word clock、base

このパラメーターは、ワードクロックの出力をベー
ス・サンプル・レート（44.1 kHz / 48 kHz）に合
わせるのか、実際のサンプルレート（44.1k / 48k /
88.2k / 96k / 176.4k / 192k）に合わせるのか設
定します。

Sync term High Z
75 ohm

このパラメーターは、ワードクロック入力をMTRX
の内部で75 ohmで終了させるのか、終了させない
ままにするのかを設定します。パフォーマンスを最
適にするために、ワードクロック入力を75 ohmで
終了させることを強くお勧めします。
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Pro Toolsインターフェース

MTRXは2つのプライマリ・オーディオ・インターフェースまたはプライマリ /拡張オーディオ・インターフェー
スとして構成できます。2つのHD IOインターフェースまたはMADI I/Oインターフェースを、インターフェー
スあたり32チャンネルまでエミュレートするように構成できます。

MADI Coaxインターフェース

内蔵されているMADI Coaxインターフェースは、MADIの様々な実装に対応するように構成できます。

Frame rate ［Legacy］または［High］に設定できますが、サンプル・レートが48 kHzより高い場合のみになり
ます。サンプル・レートが44.1 kHzまたは48 kHzの場合、フレーム・レートは常に［Legacy］にします。
［Legacy］モードでは、MADIのフレーム長さは維持され、隣のチャンネルは1つのチャンネルに「マージ」され
ます。［High］モードでは、MADIフレーム長さは短縮され、結果としてフレーム・レートが増加します。この違
いにより、［High］モードは［Legacy］モードより遅延が短くなります。サードパーティーのMADI製品には、
［High］モードがサポートされない場合があることに注意してください。

Frame size ［Normal］または［Extended］に設定できます。［Normal］モードは最大56チャンネルまでサポート
するのに対し、［Extended］モードは最大64チャンネルまでサポートします。

Ch. status ［Default］または［Transparent］に設定できます。この設定は、AES/EBUまたはMADI入力チャ
ンネルがMADIに出力される場合にのみ関係します。［Default］モードでは、MADIチャンネルのステータス・
ビットがMTRXにより定義されます。［Transparent］モードでは、関連するソース（AES/EBUまたはMADI）
からのステータス・ビットが出力されるMADI信号に転送されます。ほとんどの場合、［Default］モードのまま
にしておくことをお勧めします。

Input rate ［Auto］または［As AD］に設定できます。［Auto］モードでは、MTRXは入力されるMADI信号の
サンプル・レートを定義します。［As AD］モードでは、MTRXは入力されるMADIがMTRXと同じサンプル・
レートを持つとみなします。通常は、［Auto］に設定しておくことをお勧めします。ただし、サードパーティー製
品との互換性の問題が発生する場合は、［As AD］に設定することで問題を解決できる場合があります。

Optical 1/Optical 2インターフェース

MTRX Dual MADI IO Cardを取り付けると、Optical MADIインターフェースをMADIの様々な実装に合わ
せて構成することができます。

Mode ［Disabled］、［MADI］、または［NTP HotLink］に設定できます。オプティカル・インターフェース･ボー
ドをSFPオプティカル・インターフェース・モジュールに取り付けることができます。SFPオプティカル・モ
ジュールが取り付けられている場合は、［Disabled］に設定することをお勧めします。インターフェースでMADI
信号を使用するには、［MADI］を選択してください。［NTP Hotlink］は絶対に使用しないでください。

Frame rate ［Legacy］または［High］に設定できますが、サンプル・レートが48 kHzより高い場合のみになり
ます。サンプル・レートが44.1 kHzまたは48 kHzの場合、フレーム・レートは常に［Legacy］にします。
［Legacy］モードでは、MADIのフレーム長さは維持され、隣のチャンネルは1つのチャンネルに「マージ」され
ます。［High］モードでは、MADIフレーム長さは短縮され、結果としてフレーム・レートが増加します。この違
いにより、［High］モードは［Legacy］モードより遅延が短くなります。サードパーティーのMADI製品には、
［High］モードがサポートされない場合があることに注意してください。

Frame size ［Normal］または［Extended］に設定できます。［Normal］モードは最大56チャンネルまでサポー
トするのに対し、［Extended］モードは最大64チャンネルまでサポートします。
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Ch. status ［Default］または［Transparent］に設定できます。この設定は、AES/EBUまたはMADI入力チャ
ンネルがMADIに出力される場合にのみ関係します。［Default］モードでは、MADIチャンネルのステータス・
ビットがMTRXにより定義されます。［Transparent］モードでは、関連するソース（AES/EBUまたはMADI）
からのステータス・ビットが出力されるMADI信号に転送されます。ほとんどの場合、［Default］モードのまま
にしておくことをお勧めします。

Input rate ［Auto］または［As AD］に設定できます。［Auto］モードでは、MTRXは入力されるMADI信号の
サンプル・レートを定義します。［As AD］モードでは、MTRXは入力されるMADIがMTRXと同じサンプル・
レートを持つとみなします。通常は、［Auto］に設定しておくことをお勧めします。ただし、サードパーティー製
品との互換性の問題が発生する場合は、［As AD］に設定することで問題を解決できる場合があります。
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第4章：ネットワークの基礎

ネットワークの基本と、Pro Tools | MTRXでネットワークを設定する方法について説明します。「ネットワーク」
を詳細に説明すると大量のページ数が必要になるため、「知る必要のある」の内容のみに絞ります。

ネットワークについて
ネットワークは、PC、プリンター、その他の複数のデバイスが相互に通信できるようにします。AESやMADI
といった2地点間接続の従来のオーディオ信号とは異なり、ネットワークではネットワーク上のあらゆるデバイス
がそのネットワークのその他のデバイスと通信することができます。

ネットワークは、1つ以上のサブネットで構成されます。サブネットは通常、建物内のローカル・ネットワークです。
サブネットは、外部と接続しない閉鎖したネットワークとして動作するか、インターネットに接続されます。

ネットワークには、様々なタイプのデバイス（PC、プリンター、複数のMTRX、スイッチ、ルーター）が存在します。

ネットワーク構成の例
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物理的な接続

ネットワーク内のデバイスは、幅広いメディアを介して接続することができます。ローカル接続で最も一般的なも
のは、UTP（Unshielded Twisted Pair）ケーブルです。これは、CAT5、CAT5e、CAT6とも呼ばれます。
その他の「CAT」タイプもありますが、ここで述べられている3つが最も一般的なものです。UTPケーブルは
通常、RJ45コネクターで終端されます。

その他のタイプのメディアとしては、ファイバー・ケーブル、ワイヤレス（WiFi）、同軸ケーブル、電源ケーブル
などがあります。

MTRXを含めてほとんどのコンピューターがUTPケーブルにRJ45コネクターを使用しているため、このタイプ
のインターフェースについて説明します。

UTPケーブルを使用する場合、通常は10 Mbit/s、100 Mbit/s、1000 Mbit/s（1 Gb/s）の異なるビット・レー
トを使用します。AX32およびほとんどのコンピューターのネットワーク・インターフェースでは、現在1 Gb/s
をサポートしています。このため、安定した接続を確保するには、ケーブルがこのビット・レートをサポートする
ことが重要になります。Cat5ケーブルは、ギガビット伝送をサポートしていないため、このタイプのケーブルは
使用しないでください。CAT5eおよびCAT6ケーブルは両方1 Gb/sをサポートしているため、これら2タイプ
のうちいずれかを使用するようにしてください。CATのタイプはケーブルに印字されているため、容易に識別す
ることができます。

CAT5eおよびCAT6ケーブルには、4つのツイスト・ペア（合計8本のワイヤー）が含まれます。ギガビット伝
送をするには、4つのペアすべてを使用する必要があります。2つのペアのみを使用した場合、ケーブルがサポー
トする伝送速度は100 Mbit/sです。ネットワーク・ケーブルのRJ45コネクターをよく見ると、2つのペアが使用
されているか4つのペアが使用されているかを簡単に確認できます。

CAT5e、CAT6など、ツイスト・ペア・ケーブルは主に単線かより線の2つの種類に分かれます。単線のCAT5
ケーブルは、より長い配線に対応し、オフィスの建物内のような固定された配線構成に最適です。一方、より線の
CAT5およびCAT6ケーブルは、柔軟性が高く、オンザフライのパッチ・ケーブルのような短距離で固定されていな
い配線に適しています。CAT5eおよびCAT6の両方において、単線ケーブルを使用した場合、1 Gb/s Ethernet
の最大ケーブル長さは100mです。それより長い距離は想定しないようにしてください。

ネットワーク・ケーブルには「ストレート」ケーブルと「クロス」ケーブルがあります。この用語は2台のコン
ピューターを直接相互に接続していた「古い時代」に作成されました。ほとんどのネットワーク・デバイスは現在、
ストレート接続とクロス接続のどちらが適切かを自動的に判断し、適用します。

サマリー
 CAT5eまたはCAT6ケーブルのみを使用します。

 ケーブルの4つのペアすべてを使用します。

 長距離の配線には、より線ケーブルではなく単線ケーブルを使用します。

 距離は100メートルを超えないようにします。
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設備
ネットワーク・デバイスにはさまざまな種類があり、異なる機能を提供します。主なものには、スイッチとルー
ターがあります。

スイッチは、ローカル・デバイスをまとめて接続するのに使用します。スイッチには多数のポート（通常は5、8、
16、24、32個以上）が用意されています。各ポートには1台のデバイスを接続することができます。たとえば、
8個のポートを持つスイッチには8台のPCを接続できます。スイッチはインテリジェントではないため、単純に
デバイス間の接続を行います。

ルーターは、サブネットが別のサブネットに接続する場合や、インターネットに接続する場合に使用されます。
ルーターはインテリジェントであり、他のネットワークへの「ゲートウェイ」として機能します。「外部」に送信
されるすべてのトラフィックを処理するとともに、外部から送信されるトラフィックもすべて処理します。1つの
ネットワークで使用できるルーターは1台のみです。

現在、ほとんどのルーターはこれ以外の機能も実行します。たとえば、ファイアウォールやDHCPサーバーとし
て機能します（DHCPについては以降で説明します）。ほとんどのルーターにはスイッチが内臓されているため、
簡単に取り付けることができます。

サマリー
 スイッチは、デバイス間のローカル接続に使用されます。

 ルーターは、他のネットワークとの接続に使用されます。ルーターは、ネットワークを他のネットワークまた
はインターネットに接続する場合にのみ使用されます。

アドレス
ネットワーク上には多くのデバイスが存在するため、各デバイスが固有のアドレスを持つことが必要になります。
これは IP（Internet Protocol）アドレスと呼ばれ、ネットワーク内の各デバイスに割り当てられる必要があります。
IPアドレスはDHCPサーバーで自動的に設定するか、デバイスで手動により固定 IPアドレスを設定します。

前述したように、ほとんどのインターネット・ルーターにはDHCPサーバーが内臓されています。DHCPサー
バーを使用すると、電源を入れるか再起動するたびに、IPアドレスがデバイスに自動的に割り当てられます。
DHCPサーバーは2つのデバイスに同じ IPアドレスが設定されないようにします。

IPアドレスは電源を入れると割り当てられるため、再起動後にアドレスが変わる場合があります。DHCPサーバー
は最初に使用できる IPアドレスを単純に割り当てます。

固定 IPアドレスが設定されたデバイスの場合は、再起動後も IPアドレスが保持されます。固定 IPアドレスを使
用するデバイスと、DHCPによって IPアドレスが割り当てられるデバイスが混在するネットワークを構築して
も特に問題はありません。ただし、同じ IPアドレスが設定されているデバイスがないようにすることが重要です。
固定 IPアドレスを使用するデバイスが存在する場合、その IPアドレスがネットワーク上の他のデバイスに影響し
ないようにすることが重要です。



Pro Tools | MTRX操作ガイド26

デバイスでは IPアドレスに加えてサブネット･マスクも設定する必要があります。このサブネット・マスクにより、
他のどのデバイスが同じサブネット上にあって、どのデバイスが別のサブネット上にあるのか認識することができ
ます。

左側には、MTRX自体のネットワーク設定が表示されます。右側には、Dante Audio（MTRXにインストール
されている場合）のネットワーク設定が IPモジュール経由で表示されます。

MTRX設定では、まず［Obtain an IP address automatically］または［Use the following IP address］のどち
らかを選択します。［Obtain an IP address automatically］を選択すると、MTRXでは［IP address］、［Subnet
mask］、［Default gateway］がDHCPサーバーにより自動で割り当てられます（DHCPサーバーがネットワー
ク上に存在する場合）。

その代わりに［Use the following IP address］を選択すると、［IP address］、［Subnet mask］、およびオプショ
ンで［Default gateway］を手動で入力する必要があります。

IP address ユニットの IPアドレスです。

Subnet mask 同じサブネット上に含めるデバイスを定義します。同じサブネット上にあるデバイスは、直接相互
通信することができますが、異なるサブネット上にあるデバイスは、ルーターを介してのみ通信できます。

Default gateway オプションのパラメーターです。［Default gateway］はルーターの IPアドレスです。このルー
ターを介して別のサブネット上にあるデバイスと通信することができます。MTRXが他のサブネット上のデバイ
スと通信する必要がない場合は、［Default gateway］を設定する必要はありません。

IPアドレスはどのように選択すればよいでしょうか。DHCPサーバーを使用している場合は、ほとんどの場合す
でに設定されているため、心配する必要はありません。DHCPサーバーがない場合、手動で IPアドレスを入力す
る必要があります。

IPアドレスは4バイト（数字）で構成され、192.168.0.1のように、通常は少数点で区切られています。これは IP
アドレスが0.0.0.0から255.255.255.255の範囲内で、合計約43億個のアドレスを設定できることを意味します。
ただし、特定の IPアドレスは様々な目的のために予約されています。たとえば、パブリック（インターネット）
またはプライベート（ローカル・ネットワーク）向けのアドレスです。問題が発生しないようにするには、プライ
ベート向けに予約されている、次のアドレスを使用するようにします。

10.0.0.0から10.255.255.255
172.16.0.0から172.31.255.255
192.168.0.0から192.168.255.255

ネットワーク構成の例
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サブネット・マスクは、他のどのアドレスが同じサブネット上にあって、どのアドレスが別のサブネット上にある
のか認識するために必要です。たとえば、255.255.255.0のサブネット・マスクは、最初の3つの番号が同じであ
るすべての IPアドレスは、同じサブネット上に存在することを意味します。192.168.0.5と192.168.0.21は、
最初の3つの番号が同じため（192.168.0）同じサブネット上に存在し、192.168.1.10は3番目の番号が違うため
同じサブネット上に存在しないことになります。

255.255.255.0のサブネット・マスクでは、IPアドレスの最後の番号が0から255になるため、同じサブネット
上に最大256台のデバイスを設定できます。同じサブネット上に256台を超えるデバイスが必要な場合は、サブ
ネットマスクを255.255.254.0に変更することで、最大512台のデバイス（256台の追加デバイス）を設定でき
るようになります。

サブネット・マスクの使用方法は複雑であるため、255.255.255.0を使用することをお勧めします。

サマリー
 IPアドレスは、ネットワーク内のデバイスのアドレスです。

 サブネット・マスクは、同じサブネット上にあるデバイスと別のサブネット上にあるデバイスを認識するため
に使用されます。

 ローカル・ネットワークの外部に接続する必要がある場合は、［Default gateway］にルーターの IPアドレスを
指定します。
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第5章：Pro Tools | MTRXバック・パネル接続

1 アナログおよびデジタルの I/O拡張カードを、ユニット背面のカード・スロット 1～ 8（右から左）に取り付
けできます。8つのスロットすべてを使用できます。アナログ・カードは同時に6枚まで取り付け可能です。
デジタルの I/O拡張カードは、使用できるスロットに取り付け可能です。拡張カードの取り付けについては、
『Pro Tools | MTRX Installation Guide』をご参照ください。

2 MTRX Dual MADI I/O拡張カード用のミニモジュール・スロット。
3 電源スイッチ。

4 主電源。

5 AES/EBU I/Oチャンネル1～4。Tascam出力ピン付き25ピンDサブコネクター（メス）。
6 AES/EBU I/Oチャンネル5～8。Tascam出力ピン付き25ピンDサブコネクター（メス）。
7 MADI I/O BNCコネクター。
8 Pro Tools | HDXまたはHD Native用プライマリDigiLink Miniポート。
9 Pro Tools | HDXまたはHD Native用、あるいはその他の I/O用のプライマリまたは拡張DigiLink Miniポート。
10 ワードクロック同期出力、BNCコネクター。
11 ワードクロックまたはビデオ・ブラック・バースト同期入力（構成可能）、BNCコネクター。
12 AES11/AES3同期入力、XLRコネクター（メス）。
13 Ethernetコントロールおよび IPオーディオ・プライマリ・ポート（net 1）RJ45コネクター。冗長 IPオーディ
オ･モードのコントロール・ポート。

14 Ethernetコントロールおよび IPオーディオ・セカンダリ・ポート（net 2）RJ45コネクター。
15 再構成ボタンおよびステータスLED。

Pro Tools | MTRXバック・パネル

AES/EBU I/O 5-8

AES/EBU I/O 1-4 MADI

in

out

in

out

100-240VAC, 50/60 Hz
Max 90 VA

Fuse T1AH/250VAC

WC/VBB

PHD I/O
Primary 1 Pr 2/Exp

AES11 in

Net 1 Net 2

Optical I/O

8 7 5 1

1

26 84

AES/EBU I/O 5-8

AES/EBU I/O 1-4 MADI

in

out

in

out

100-240VAC, 50/60 Hz
Max 90 VA

Fuse T1AH/250VAC

WC/VBB

PHD I/O
Primary 1 Pr 2/Exp

AES11 in

Net 1 Net 2

Optical I/O

8 7 5 1

1

26 84

124 3

5 7 8 9 10 12 13 14156 11

スロット

1
スロット

2
スロット

3
スロット

4
スロット

5
スロット

6
スロット

7
スロット

8
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デジタル I/O接続

MTRX Dual MADI I/O拡張カード

MTRX Dual MADI I/O拡張カードは、1つ以上の「Small form-factor pluggable」（SFP）トランシーバー・
モジュールを使用して取り付けることができます。

標準タイプであるSFPモジュールは、LED、レーザー・ダイオード、様々な波長、ファイバー・タイプを持つ各
種オプティカル・インターフェースをサポートします。各SFPモジュールにはレシーバーとトランスミッター・
モジュールがあり、MADIオーディオ I/Oに使用できます。

SFPコネクターの右部分はレシーバーで、左部分はトランスミッターです。

AES11同期入力、XLRコネクター（メス）

ピン1 TX +

ピン2 TX –

ピン3 RX +

Optical I/O
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Ethernet、RJ45コネクター、ギガビット

ピン1 BI_DA+

ピン2 BI_DA–

ピン3 BI_DB+

ピン4 BI_DC+

ピン5 BI_DC–

ピン6 BI_DB–

ピン7 BI_DD+

ピン8 BI_DD–

AES/EBU I/O 25ピンDサブコネクター（メス）

上のコネクターはAES/EBU I/Oチャンネル1～4を接続します。下のコネクターはAES/EBU I/Oチャンネル
5～8を接続し、合計8チャンネルのAES/EBU I/Oを提供します。
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接続チャンネル1～4 / チャンネル5～8

以下のリストに、I/O 25ピンDサブコネクタの接続を示します。ピンの割り当ては、Tascam社の標準に準拠し
ています。

ピン番号 機能 ピン番号 機能

1 DOUT 4/8 + 14 DOUT 4/8 –

2 GND 15 DOUT 3/7 +

3 DOUT 3/7 – 16 GND

4 DOUT 2/6 + 17 DOUT 2/6 –

5 GND 18 DOUT 1/5 +

6 DOUT 1/5 – 19 GND

7 DIN 4/8 + 20 DIN 4/8 –

8 GND 21 DIN 3/7 +

9 DIN 3/7 – 22 GND

10 DIN 2/6 + 23 DIN 2/6 –

11 GND 24 DIN 1/5 +

12 DIN 1/5 – 25 GND

13 N.C.
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アナログ I/O接続

アナログ I/O 25ピンDサブコネクター（メス）
MTRXのオプションのアナログ・カードには、以下の4種類があります。

Pro Tools | MTRX 8 Line Pristine AD card 8チャンネルのLine AD Cardです。

Pro Tools | MTRX 2 Line Pristine AD card 2チャンネルのMic/Line AD Cardです。

Pro Tools | MTRX 8 Mic/Line Pristine AD card 8チャンネルのMic/Line AD Cardです。

Pro Tools | MTRX Pristine 8 DA card 8チャンネルのLine DA Cardです。

これらは、カードの25ピンDサブコネクターで連結されます。このコネクター・タイプは、アナログ入力カード
とアナログ出力カードの両方に使用されます。

接続チャンネル1～8
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以下のリストに、25ピンDサブコネクタの接続を示します。ピンの割り当ては、Tascam社の標準に準拠しています。

ピン番号 機能 ピン番号 機能

1 AIN/OUT 8 + 14 AIN/OUT 8 –

2 GND 15 AIN/OUT 7 +

3 AIN/OUT 7 – 16 GND

4 DOUT 2/6 + 17 AIN/OUT 6 –

5 GND 18 AIN/OUT 5 +

6 AIN/OUT 6 + 19 GND

7 AIN/OUT 4 + 20 AIN/OUT 4 –

8 GND 21 AIN/OUT 3 +

9 AIN/OUT 3 – 22 GND

10 AIN/OUT 2 + 23 AIN/OUT 2 –

11 GND 24 AIN/OUT 1 +

12 AIN/OUT 1 – 25 GND

13 N.C.
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システム構成の例
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付録A：仕様

オーディオ仕様

アナログ入力

サンプリング解像度 5ビット・シグマ・デルタ@ 5.645または6.144 MHz、24ビットPCM

PCM（DXD）サンプル・レート 44.1、48、88.2、96、174.4、192、352.8、384 kHz

DSDサンプル・レート 8224 & 5.6448 Mhz（64 & 128 fs）

ダイナミック・レンジ（A） > 123 dB

THD+N(A) < –117 dB @ –3dB FS / 0.00014%

クロス・トーク < –120 dB

入力インピーダンス（ディファレンシャル） > 10 k Ohm

最大入力レベル 9 dBuから30 dBuまで0.1 dB刻みで調整可能

マイク入力ゲイン範囲または精度 –18から+70 dBまで、0.1 dB± 0.25 dB刻みの精度で調整可能

マイク等価入力ノイズ（A） 133 dB
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アナログ出力

デジタル I/Oと同期

ネットワーク・インターフェース

モジュール分解能、フォーマット 32 x オーバーサンプリング、1ビットDSD、24ビットPCM

PCM（DXD）サンプル・レート 44.1、48、88.2、96、174.4、192、352.8、384 kHz

DSDサンプル・レート 8224 & 5.6448 Mhz（64 & 128 fs）

ダイナミック・レンジ（A） > 128 dB

THD+N(A) < –110 dB @ –3dB FS / 0.00031%

クロス・トーク < 120 dB

最大出力レベル –60 dBuから24 dBuまで0.1 dB刻みで調整可能

デジタル I/Oフォーマット サポートされるサン
プル・レート

AES/EBU、Pro Tools DigiLink Mini、Dante IP Audio/最大192 kHz
MADI/最大384 kHzおよびDSD

同期 /サンプル・レート AES11、ワードクロック、すべてのデジタル入力、ビデオ同期（ワードク
ロック・コネクター）/PAL、NTSC、SECAM

DSDサンプル・レート 8224 & 5.6448 Mhz（64 & 128 fs）

ダイナミック・レンジ（A） > 128 dB

THD+N(A) < –110 dB @ –3dB FS / 0.00031%

クロス・トーク < 120 dB

最大出力レベル –60 dBuから24 dBuまで0.1 dB刻みで調整可能

インターフェース 1000BASE-T、RJ45コネクター、4ペア接続
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電源仕様

電源コードは、IEC60227（60227 IEC 52指令）に基づき、最低限外装された可とう性コードを使用します。
緑色と黄色の絶縁体を持つ保護アース線が含まれている必要があります。断面は最小3 x 0.75mmです。

消費電力 最大90 VA

入力電圧 90～260 VAC 公称100～240 VAC、47～63 Hz

IEC コネクターに取り付けられたメイン・
ヒューズ

1 A、T1AH/250V

主電源線のプラグ・タイプ 規格に適合した正しいタイプ

110～125V UL817およびCSA C22.2 no 42

220～230V CEE 7 ページVII、SRセクション107-2-D1/IEC 83ページC4

240V BS 1363（1984年）。13Aヒューズ付きプラグとスイッチ付きおよびス
イッチ無しのコンセント
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機械仕様

シャーシの前方から後方への空気の流れ

環境仕様

シャーシの標準 19”、2 RU

コネクターを取り付けていない状態における
シャーシの深さ

35.0 cm / 13.8”

シャーシ本体の幅 43.5 cm / 17.2”

重量（I/Oカードを含まない） 5 kg / 11 lbs

動作温度 0～40º C / 32～104º F
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付録B：Pro Tools | MTRXプリアンプをPro Tools | HD
ソフトウェアからコントロールする（Macのみ）
MacではインストールしたPro Tools | MTRX 8チャンネルMic/Line ADカードのマイク・プリアンプを、
Pro ToolsのPREコントロールを使用してコントロールできます（Pro Tools対応のMIDIおよびEUCONコン
トロール・サーフェスからコントロールすることもできます）。

Audio MIDI設定を構成する
Mac OS X Audio MIDI SetupユーティリティでIAC Driverを使用して、Pro Toolsとネットワーク上のMTRX
ユニット間のMIDIをルーティングします。

MTRXユニットのPro Tools PREコントロールにAudio MIDI Setupを構成するには：

1 以下のいずれかの操作を実行します。

• Pro Toolsで、［Setup］>［MIDI Setup］を選択します。
• ファインダー（/アプリケーション /ユーティリティ /Audio Midi Setup）でAudio MIDI Setupを起動します。

2 Audio MIDI Setup IAC Driverで2つの仮想MIDIバスが有効になっていることを確認します。

3 Audio MIDI Setupを終了します。

Audio MIDI Setupに表示された2つの IACバス
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DADmanの設定
Audio MIDI Setupを構成したら、MIDIのDADmanを設定します。

MTRXユニットのPro Tools PREコントロールにDADmanを設定するには：

1 DADmanソフトウェアを起動します。

2 ［Settings］>［MIDI Settings］を選択します。

3 ［MIDI Input］に［Bus 1］を、［MIDI Output］に［Bus 2］を選択します。

4 ［MIDI Mode］に［Pro Tools PRE］を選択します。

5 ウインドウの左上にある赤色のボタンをクリックして閉じます。

6 Pro Toolsの実行中に、DADmanをバックグラウンドで実行したままにします。

DADman MIDI設定ウインドウ



付録B： Pro Tools | MTRXプリアンプをPro Tools | HDソフトウェアからコントロールする（Macのみ） 43

Pro Tools HDソフトウェアの設定
MTRXユニットのPro Tools PREコントロールを設定するには：

1 Pro Toolsで、［Setup］>［Peripherals］を選択します。

2 ［Mic Preamps］タブをクリックします。

3 システムのMic/Line ADカードごとに、1列目で［Type］>［PRE］を選択します（カードごとに8チャンネル
のマイク・プリアンプがあります）。

4 システムの最初のMic/Line ADカードで、表示されるポップアップ・メニューから［Receive From］>［Predefined
IAC Driver Bus 2］>［Channel 1］を選択します。

5 システムの最初のMic/Line ADカードで、表示されるポップアップ・メニューから［Send To］>［Predefined
IAC Driver Bus 1］>［Channel 1］を選択します。

6 手順4と5を繰り返します。ただし、システムの追加のMic/Line ADカードごとに次のチャンネル番号を選択
します（たとえば、2番目のカードに［Receive From］>［Predefined IAC Driver Bus 2］>［Channel 2］お
よび［Send To］>［Predefined IAC Driver Bus 1］>［Channel 2］と設定します）。

7 ［OK］をクリックします。

8 ［Setup］>［I/O Setup］を選択します。

9 ［Mic Preamps］タブをクリックします。

10 MTRXが物理的に接続されている最初のチャンネルをクリックします。

11 システムの各Mic/Line ADカードに対してこの手順を繰り返します。

12［OK］をクリックします。

Pro Toolsの［Peripherals］の［Mic Preamps］ページ
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MTRXをPro Toolsから（またはコントロール・サーフェスから）コントロールする
設定が完了すると、Pro Toolsは各チャンネルベースでMTRX のマイク･プリアンプ設定をコントロールできる
ようになります。マイク･プリアンプの表示を［Edit］または［Mix］ウインドウで有効にして、これらのコント
ロールにアクセスできるようにします（［View］>［Mix Window Views］>［Mic Preamps］または［View］>
［Edit Window Views］>［Mic Preamps］）。Pro Toolsの［Mic Preamps］ビューで行われたすべての調整は、
DADmanにミラーリングされます。

Pro Toolsの［Mic Preamps］ビューから、次のMTRXのマイク・プリ・パラメーターをコントロールできます。

Mic/DI MTRXの対応するチャンネルから、マイク入力設定を選択します。

Line ライン入力を選択します。

Fader 0～69 dB範囲。

Pad フェーダーを18 dB下げます。パッド・モードでは、マイク・プリのレベルを–18 dBから+51 dBの範囲で
調整します。

Filter マイク入力のハイパス・フィルターを設定できるようにします。

48v マイク入力のファンタム電源を有効にします。

ø マイク入力の位相を反転します。

Insert 効果はありません。

Pro Toolsの［Mic Pre］ウインドウ（左）、Pro Toolsの［Mic Pre］ビュー（中央）、DADmanチャンネル・ストリップ（右）
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